
25 GHz 繰り返しフェムト秒光パルスを用いた 2/3 オクターブ帯域光発生 

2/3-octave spanning supercontinuum generation using a femtosecond laser pulse at 25 GHz  
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我々は、電気光学変調(EO)コムを用いた広周波数可変な低位相雑音マイクロ波発生を提案・実

証した[1]。更なる低雑音なマイクロ波発生には制御回路のフィードバック帯域の拡大が必要であ

るため、光路長の短尺化を行っている。今回、広帯域光発生用の繰り返し周波数を低減する光ゲ

ート(パルスピッカー)や高非線形ファイバを使用せず、25 GHz 繰り返しフェムト秒光パルスを

5  mm長 SiN導波路に光結合することで 25 GHzモード間隔の 2/3オクターブ帯域光発生に成功し

た。この結果、EOコムの光路長(10 m程度)を 2m程度短尺化でき、光学系の簡便化を実現した。 

実験配置図を Fig. (a)に示す。線幅 1 Hzレーザを種光源にし、信号発生器出力の 25 GHz正弦波

で駆動した位相・強度変調器でスペクトル帯域幅 21 nmを持つ平坦な 25 GHzモード間隔の EOコ

ムを発生させる。フィルターキャビティを用いて ASE成分を除去後、EDFAで平均出力 4.8 Wに

まで光増幅し、高非線形ファイバによって光スペクトル帯域を拡大させる。オートコリレータと

PCにより 25 GHz繰返し光パルスのパルス幅を算出し、波形整形器を用いて 2次及び 3次分散値

を制御することにより、パルス幅を

260 fs [2]から 27 fs(@ローレンツ関数

フィット)まで短パルス化した[Fig. (b)]。

次に、25 GHz繰り返し、パルス幅 27 fs

の光パルスを SiN 導波路(幅: 1.3 µm, 

高さ: 1 µm, 長さ: 5 mm)に非球面レン

ズ(NA: 0.55)で空間光結合(結合効率

32 %)し、広帯域光のスペクトル計測を

行った。その結果、僅か 61 pJ の結合

パルスエネルギーで 2/3 オクターブ以

上の帯域幅で 25 GHz モード間隔の広

帯域光発生に成功した[Fig. (c)]。 
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